
別紙様式１

裏 表　

　主な成果

実践の様子（写真） 実践の様子（写真）新市中央中の新たな歴史をつくろう！

実

践

内

容

福 山 市 立 新 市 中 央 中 学 校
　児童生徒数　413人

　TEL　　0847-52-5534（４）ＩＣＴ機器の活用（４）ＩＣＴ機器の活用（４）ＩＣＴ機器の活用（４）ＩＣＴ機器の活用　　器械運動等の単元では，ＩＣＴ機器を　活用して，生徒に実際の動きや模範の動　きを見せた。動画や静止画を使って動き　を比較することで，ゴールイメージを持　たせたり，課題を明確にしたりした。２　異年齢集団の活動（体育大会）２　異年齢集団の活動（体育大会）２　異年齢集団の活動（体育大会）２　異年齢集団の活動（体育大会）（１）縦割り活動（力強い運動・ダンス）（１）縦割り活動（力強い運動・ダンス）（１）縦割り活動（力強い運動・ダンス）（１）縦割り活動（力強い運動・ダンス）　　全校で縦割り班を作り，３年生がリー　ダーとして，主体的に練習に取り組んだ。　運動が苦手な生徒も仲間とアドバイスし　合い，協力しながら活動することで運動　への意欲が高まった。（２）リーダーの育成（２）リーダーの育成（２）リーダーの育成（２）リーダーの育成　　リーダー会を毎日行い，活動の振り返　り，次への目標と課題を整理した。ＰＤ　ＣＡサイクルに沿って練習を積み重ねる　中で，リーダーとしての自覚が高まった。
種目に合わせた，各学年オリジナルのエアロビクスグランドから校舎に上がる階段ダッシュ　２回

カードの裏に技能の写真やイラストをつける 　　３年生がリーダーとなり，１，２年生を引っ張る

　本校の一昨年度の新体力テストの結果において，県平均を上回った項目の割合は，男子50％，女子20.8％という状況であった。そこで，以下の３点を目標として設定し，生徒の体力向上に向けた取組を進めた。①課題を克服し，体力の向上を図る。②保健体育科の授業改善を通して，仲間と楽しく運動に取り組み，運動やスポーツへの意欲を高める。③自己肯定感を高め,仲間とつながり,様々なことにチャレンジしようとする態度を育てる。

　体力の向上に積極的に取り組むことで，「一生懸命に頑張ることは大切なこと」と感じている生徒が増加した。また，褒められることに満足感を抱き，充実感を感じることができる生徒も増えた。　異年齢集団で一緒に活動することで，互いの「違い」を認め，相手を尊重し感謝する気持ちをもつ生徒が多くなった。授業中のマイナス発言もなく，運動が苦手な生徒も，仲間とかかわり合う中で，運動を楽しんで行うことができている。
　３年生を中心に生徒が主体的に活動することで達成感を味わい，目標を持ち，計画を立てて行動することの大切さを学ぶことができた。生徒指導の三機能を重視した取組により，落ち着いた学校の雰囲気を作り出すことができている。【生活アンケート】「学校は安心して生活できる」　・平成２８年度２学期　82.0％　　　　　　　　⇓　・平成２９年度２学期　91.0％

１
２

３

　　生徒が一生懸命取り組むことのできる雰囲気をつくるとともに，授業のねらいを明確に提示し，目標をもって学習に取り組むことのできる環境づくりをした。　グループ活動を多く仕組み，仲間同士で関わり合う場を設定した。　新体力テストに向けて，「全国平均値は，得点に直すと10点中４点～５点である。評価に直すとBかC，突破できないことはない！」と意欲づけた。
○○○

１　保健体育科の授業改善１　保健体育科の授業改善１　保健体育科の授業改善１　保健体育科の授業改善（１）授業規律の徹底（１）授業規律の徹底（１）授業規律の徹底（１）授業規律の徹底　　話を聴くこと（体育座り，視線は前），　時間を守ること，移動を駆け足で行うこと　などの学習規律を徹底することで生徒の運　動学習時間を確保した。（２）継続して行う補強運動（２）継続して行う補強運動（２）継続して行う補強運動（２）継続して行う補強運動　　授業の導入で，課題克服のための補強運　動を継続して行った。グランドから校舎に　上がる階段ダッシュなどの基礎的な運動だ　けでなく，授業で取り扱う運動種目に合わ　せ，各学年オリジナルのエアロビクスを行　うなど，楽しく補強運動ができるようにし　た。（３）学習カードの活用（３）学習カードの活用（３）学習カードの活用（３）学習カードの活用　　学習カードを活用し，運動のポイントを　図や写真で示し，運動への理解を深めるこ　とができるようにした。また，毎時間，生　徒に学習の振り返りをさせ，自己の反省を　次時の学習に生かせるようにした。

実践の様子（写真）

実践の様子（写真） 実践の様子（写真）
新体力テストへの意識づけ ホワイトボードでポジションの説明

実施目的

実施内容

実施上で工夫したこと

授業前の補強運動 準備運動 兼 補強運動

振り返りカード 体育大会 縦割り活動

目標を持たせる グループ活動

全校児童生徒における総合評価ＡＢの割合（全校児童生徒における総合評価ＡＢの割合（全校児童生徒における総合評価ＡＢの割合（全校児童生徒における総合評価ＡＢの割合（%%%%）の推移）の推移）の推移）の推移

19.619.619.619.6 47.047.047.047.002040
6080100

平成28年度 平成29年度
男子男子男子男子 56.056.056.056.0 71.171.171.171.1

02040
6080100

平成28年度 平成29年度
女子女子女子女子＋＋＋＋18.418.418.418.4＋＋＋＋20.720.720.720.7

年 組 番 名前 Ａ　Ｂ　Ｃ　でつけましょう校時 態度達成わ気づきわ気づき月日(曜日） 単元 目標 　　目　標　に　対　す　る　ま　と　め1 　　／　（　　） サッカー チーム戦術を考えよう2 　　／　（　　） サッカー


